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第３章 計画の根拠とした災害と被害想定 

 

１ 災害規模の設定 

（１）地震規模の設定 

上下水道 BCP で想定する地震規模は、北海道が平成 30 年 2 月に公表した「平成 28 年地震被

害想定調査」に基づき、「北海道留萌沖地震（マグニチュード 7.8）」、市内最大震度 6 強の地震が発

生したものとして、被害想定を行う。なお、地震発生の時期は、被害の内容が多く、行動制約も大き

いと考える厳冬期（１月）の夕方とする。 

北海道留萌沖地震の震度分布図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪出典≫平成 28年度北海道地震被害想定調査（平成 30年 2月・北海道）抜粋 

北海道留萌沖地震の被害数量 

分類 項目 被害数量等 

名称 北海道留萌沖地震 

マグニチュード ７．８ 

市内最大震度 ６．３（震度６強） 

上水道 

被害箇所数 ４９か所 

断水世帯数 ９，４２０世帯 

断水人口 ２０，８０４人 

復旧日数 ４５日 

下水道 

被害延長（ｋｍ） １４．２ｋｍ 

機能支障世帯数 １，２０７世帯 

機能支障人口 ２，６６６人 

復旧日数 １２日 

≪出典≫平成 28年度北海道地震被害想定調査（平成 30年 2月・北海道）及び小樽市業務継続計画（令和 3年 6月）より抜粋 

北海道留萌沖（走向 N225°E）

の地震の震源域 
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（２）津波規模の設定 

上下水道BCPでは、本市総務部災害対策室が平成 29年 11月に公表した「津波ハザードマップ」

に基づき、本市への影響が大きい地震による津波が発生した場合の浸水を想定する。 

津波浸水想定区域図 

【西部】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【中心部】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【東部】                                                  【凡例】 

 

 

 

 

 

 

 

≪出典≫小樽市津波ハザードマップ（平成 29年 11月）の津波浸水想定区域図を加工して作成 
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（３）水害、その他の自然災害規模の設定 

上下水道 BCPでは、本市が令和元年 12月及び令和 2年 12月に公表した「洪水ハザードマップ」

に基づき、想定し得る最大規模の降雨に伴う洪水により河川が氾濫した場合を想定する。 

   また、土砂災害警戒区域に設定されている管路についても被害想定を行う。 

なお、その他の自然災害については、ハザードマップ等が作成され次第、被害想定を行う。 

 

洪水浸水想定区域図 

【餅屋沢川】                            【蘭島川】 

 

 

 

 

 

 

【塩谷川】                                  【勝納川】  

 

 

 

 

 

 

【朝里川】                                 【キライチ川】  

 

 

 

 

 

 

【星置川】                                   【新川】 

 

 

 

 

 

 

 

≪出典≫小樽市洪水ハザードマップ（令和元年 12月、令和 2年 12月）の洪水浸水想定区域図 
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土砂災害警戒区域等 

【西部】                                  【中心部】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【東部】 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪出典≫「北海道土砂災害警戒情報システム」の土砂災害警戒区域等を加工して作成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


